
伝承遊び ～昔から伝わる遊びを楽しむ中で見られた成長と発達～ 

今年度はコロナ禍のため祖父母の方の参加はありませんでしたが、友達や保育教諭と一緒に 

伝承遊びを楽しみました。羽根つきや福笑い、おはじき、竹ぽっくりなどに興味や関心を持っ 

て遊び始める姿が多く見られました。 

指先でつまむことがじょうずにできるようになってきた 1 歳児が、くるくる回るコマに興味 

を持ち触ろうとしていました。でも、くるくると動いているので触ることをためらっていまし 

た。でも、次第に触ってみたい気持ちの方が大きくなり、人差し指一本で“ちょん”と触って 

みました。すると、コマがぐらぐらと揺れ、動きが遅くなり、止まってしまう様子を見て、不 

思議さと面白さを感じた様子です。「くるくるって回して欲しいな～」という表情でこちらを 

見るので、回してあげると、人差し指で止める遊びがしばらく続きました。同じ 1 歳児でも 

月齢の高い子は、折り紙で作ったコマを親指、人差し指、中指でつまみ、指先を器用に回して 

コマをくるくるっと回していました。 

目で見たものを触り、物の動きや感触などを確かめながら遊びを楽しむ姿に、子どもたちの 

育ちを感じました。 

教育及び保育方針 

2 月の三つのゼン 

安全  

安全ってなあに？考えてみよう（以上児） 

安全ってなあに（未満児） 

自然  

雪や氷の不思議を知ろう（以上児） 

雪や氷に触ってみよう（未満児） 

積善  

しっかりお話聞く良い子（以上児） 

お話よーく聞いてみよう（未満児） 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 園の行事・バス園外 

1 月 豆まき（未満児） 

2 火 豆まき（以上児） 

4 水 新入園児健康診断・説明会（小松総合体育館） 

5 金 布団持ち帰り 

9 火 
年中児：英語であそぼう 

年少児：石川子ども交流センター 

10 水 年長児：さわ池公園 

12 金 

3、4、5 歳児 冬まつり（AM） 

年長児：卒園記念撮影 13：20 

布団持ち帰り 

16 火   2 歳児：石川子ども交流センター 

17 水 年長児：日本語であそぼう 

19 金 
年長児：交通安全教室 

布団持ち帰り 

24 水 年長児：日本語であそぼう 

25 木 年長児：東部児童センター 

26 金 年中児：東部児童センター 

26 金 布団持ち帰り 

 

 

年度末・年度始めの保育についてのお知らせ 

・3/31（水）は、長時間保育・延長保育はありません。 

17 時までとなります。 

・4/1（木）・4/2（金）は家庭保育のご協力をお願いします。 

（詳しくは、3 月の園だよりでお知らせいたします。） 

厳しい寒さが続いていますが，今月 3 日は立春を迎えます。時折ある陽の光や

南からの風に春への気配を期待させてくれます。山あいの田んぼには，残雪がまだ

まだ残っていますが，一部は，雪解け水で地面が現れている個所が見られるように

なります。このような場所では，例年 2 月 10 日頃にヤマアカガエルが卵を産み

付けます。まだまだ，寒く水が氷る日もある中，卵が育つのか心配になりますが，

ほとんどがオタマジャクシになっていくようです。自然の持つたくましい生命力

を感じます。卵からオタマジャクシへの変わりように面白さや不思議さを感じて

ほしいと思い，今年も，卵の塊を一つ採集し，園児とともに観察していく予定です。 

今年度もあと 2 ヶ月。感染症予防に留意しながら元気に過ごしていきましょう。 

（園長 池田 巧） 

社会福祉法人 小松市大和善隣館 

幼保連携型認定こども園 大和こども園 

TEL （0761）22－0339 
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氷はどこから来るの？どうやってできるの？ ～考えたり、予想したりしながら、物の性質や仕組みなどを知る～  

 
 

・グランドサロン大和・副会長、池上茂雄さん（ひばり組池上生時くんの祖父）より「手指消毒器」を寄付していただきました。ありがとうございます。 

・きりん・ぞう組の石川保育教諭が入籍され、中村莉帆保育教諭になりました。お幸せに♡ 

・1 月末でバス運転手の松本正之さんが一身上の都合で退職します。2 月より月津こども園より藤嶋運転手が大和こども園へ異動となります。 

年中児が園庭で氷を見つけたとき、「氷は何でできているのかな？」と疑問がわきました。 

子どもたち同士で「雪がいっぱい集まってできるんじゃない？」「水じゃない？」、近くには泥水も

あったので「泥なんじゃない？」と言う声が聞かれました。保育者も一緒に考えるうちに、自分たち

が見つけた氷の近くに水があることに気が付き、子どもたち自身で「水からできているんだ」と氷の

仕組みに気づいた様子です。「なるほど、水からできているんだね」と、思いに共感していると、次

は「水がどうなったら氷になるの？」という新たな疑問がわきました。氷を見つけたこの日は、とて

も天気の良い日だったので「太陽が照らすからできるんだよ」、「寒いからできる」「寒いのと太陽が

ないとできない」など、天気や気温によってできることを予想していました。 

身近な自然や環境に触れ、こうなんじゃないかなと予想したり、友達と一緒に考えたりする体験を

大切にしていきたいです。 

 
ちょんと触り止ま

るのが不思議だね 

 

親指、人差し指、

中指を使って回 

すんだよ 
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